
CCUタスクフォース

シリーズ第 8回

企画・制作＝日本経済新聞社コンテンツユニット 広　　告

このシリーズ企画は日経電子版広告特集サイトでもご覧いただけます。　https://ps.nikkei.com/mc2018/08.html

　世界規模の社会課題であるカーボンニュートラル社会の実現に向け三菱商事は、2021年10月、カーボンニュートラル社会へのロードマップを発表した。
ロードマップでは、温室効果ガス削減目標として 30年度半減（20年度比）・50年ネットゼロを掲げ、

30年度までに 2 兆円規模の EX（エネルギートランスフォーメーション）関連投資を実行、EXとDX（デジタルトランスフォーメーション）の一体推進による

新たな未来社会の創造を目指す、と示した。その推進を支える新技術と位置付けているのがＣＣＵ（ CO2 の有効利用 = カーボンリサイクル）だ。

三菱商事では幅広い産業と接点を持つ商社の強みを生かしたグループ横断型の「ＣＣＵタスクフォース」を立ち上げ、ＣＯ2 循環利用の事業化を目指す。

本シリーズ第 8 回は、脱炭素化の先頭に立つ気鋭のプロジェクトチームにスポットを当てた。

ＣＯ２の循環利用へ  グループ横断で挑む

　
世
界
で
培
っ
た
知
見
結
集

　
自
発
的
チ
ャ
ッ
ト
が
端
緒

　
環
境
配
慮
型
建
材
を
開
発

　
将
来
の
有
望
市
場
へ
先
手

　

工
場
な
ど
で
排
出
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
 ２
を

原
料
に
燃
料
を
つ
く
る
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
封
じ
込
め
る
。
他
の
用
途
に
再
利

用
す
る
─
─
。
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向

け
、
単
に
Ｃ
Ｏ
 ２
の
排
出
を
抑
え
る
だ

け
で
な
く
、Ｃ
Ｏ
 ２
を「
資
源
」と
と
ら
え

る
こ
と
で
、
新
た
な
活
用
法
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
目
指
す
期
待
の
技

術
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
だ
。
日
本
で
は
「
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
」と
も
呼
ば
れ
、現
在
、

燃
料
、
建
築
用
材
料
、
化
学
繊
維
な
ど

様
々
な
分
野
で
、
Ｃ
Ｏ
 2
を
原
料
と
し

た
製
品
・
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

三
菱
商
事
が
環
境
保
全
と
事
業
性
の

両
面
か
ら
そ
の
将
来
性
に
着
目
、
立
ち

上
げ
た
の
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
。

も
と
も
と
は
脱
炭
素
に
関
心
を
持
つ
若

手
社
員
た
ち
が
意
見
交
換
の
場
と
し
て

自
発
的
に
始
ま
っ
た
チ
ャ
ッ
ト
が
原
点
。

そ
れ
を
会
社
肝
い
り
の
先
進
部
隊
と
し

て
再
編
成
し
、多
様
な
部
署
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
横
断
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
発
展
さ
せ
た
形
だ
。

　
「
脱
炭
素
は
、今
や
世
界
共
通
の
課
題
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ｅ
Ｖ
（
電

気
自
動
車
）
に
代
表
さ
れ
る
電
化
や
電

源
の
脱
炭
素
化
な
ど
、
多
方
面
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ

が
求
め
ら
れ

る
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ

　

三
菱
商
事
が
現
在
進
め
て
い
る
Ｃ
Ｃ

Ｕ
の
取
り
組
み
は
「
建
材
系
」
と
「
燃

料
化
学
系
」
の
２
つ
。
中
で
も
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
生
産
に
Ｃ
Ｏ
 ２
を
活
用
す
る

建
材
系
に
現
在
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
軸

足
を
置
い
て
い
る
。
建
材
系
は
需
要
規

模
が
大
き
い
た
め
Ｃ
Ｏ
 ２
削
減
効
果
も

大
き
く
、
ま
た
水
素
を
使
わ
な
い
た
め
、

燃
料
化
学
系
に
比
べ
事
業
化
が
早
く
進

む
と
見
ら
れ
る
た
め
だ
。
燃
料
化
学
系

に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー
水

素
開
発
の
進
展
を
見
な
が
ら
中
長
期
的

に
進
め
る
事
業
分
野
と
位
置
付
け
る
。

　

具
体
的
な
事
業
化
の
動
き
も
始
ま
っ

て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
カ
ナ
ダ
・
カ
ー

ボ
ン
キ
ュ
ア
社
と
の
資
本
業
務
提
携
だ
。

同
社
の
技
術
は
、
焼
成
過
程
で
排
出
す

る
Ｃ
Ｏ
 ２
を
回
収
し
て
セ
メ
ン
ト
に
注

入
、
化
学
反
応
で
カ
ル
シ
ウ
ム
結
晶
を

つ
く
り
Ｃ
Ｏ
 ２
を
固
定
化
す
る
仕
組
み

（
左
図
）。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
が
高

ま
る
う
え
、
製
造
コ
ス
ト
も
従
来
と
変

わ
ら
な
い
な
ど
の
利
点
を
持
つ
。
同
社

と
共
同
で
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
生
産
手
法
の
確
立
を
目
指
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
安
価
で
便
利
な
建

築
材
料
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
一
方
、

製
造
過
程
で
大
量
の
Ｃ
Ｏ
 ２
を
排
出
、

社
会
活
動
に
関
わ
る
全
Ｃ
Ｏ
 ２
排
出
量

の
約
６
％
を
占
め
る
と
さ
れ
る
。
こ
の

た
め
低
炭
素
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
使
用
し
た
「
グ
リ
ー

ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
は
欧

米
で
の
需
要
が
急
拡
大
し

て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
キ
ュ

ア
の
他
に
米
国
・
ブ
ル
ー

プ
ラ
ネ
ッ
ト
社
と
の
協
業

も
推
進
中
だ
。

　

国
内
企
業
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
も
進
む
。
21
年
11

月
に
英
国
で
開
催
さ
れ
た

第
26
回
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）。
こ
の
展
示

も
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
多
様
な
取
り

組
み
が
必
要
だ
」。
金
属
資
源
グ
ル
ー
プ

か
ら
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
辻

悠
介
（
写
真
内
左
か
ら
2
人
目
）は
「
脱

炭
素
＝
総
合
格
闘
技
」
と
表
現
す
る
。

　
「
三
菱
商
事
は
商
社
と
し
て
多
く
の
産

業
と
接
点
を
持
つ
。世
界
を
舞
台
に
培
っ

た
知
識
や
経
験
は
深
く
、
幅
広
い
。
聞

き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
社
内
各
所
に

い
る
専
門
家
に
電
話
一
本
で
つ
な
が
る
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
そ
う
し
た
広

範
な
分
野
で
活
躍
す
る
専
門
家
が
最
前

線
の
情
報
や
知
識
を
持
ち
寄
り
、
互
い

に
見
識
を
深
め
合
う
こ
と
で
事
業
を
育

て
て
い
き
た
い
」

　

脱
炭
素
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
の
う
ね
り

は
今
や
会
社
全
体
に
広
が
り
を
み
せ

る
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
チ
ャ
ッ
ト
は

８
０
０
人
を
超
え
る
社
員
が
参
加
す
る

一
大
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
成
長
し
、
脱

炭
素
分
野
で
三
菱
商
事
が
存
在
感
を
発

揮
す
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

会
場
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー

が
出
向
き
、
日
本
発
の
環
境
配
慮
型
コ

ン
ク
リ
ー
ト
「
Ｃ
Ｏ
 ２
─

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」

を
紹
介
し
た
。
特
殊
な
混
和
剤
を
使
い
、

Ｃ
Ｏ
 ２
の
発
生
源
で
あ
る
セ
メ
ン
ト
の

使
用
量
を
低
減
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｏ
 ２
を
別

途
吸
収
・
固
定
化
す
る
こ
と
で
排
出
量

を
ゼ
ロ
以
下
に
で
き
る
。
す
で
に
建
物

や
道
路
、
縁
石
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
）
の
公
募
委
託
事
業
に

も
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　
「
Ｃ
Ｏ
 ２
の
有
効
利
用
は
夢
の
よ
う
な

技
術
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
大
量
か
つ

安
価
に
製
造
で
き
る
方
法
を
確
立
で
き

れ
ば
、
環
境
改
善
と
市
場
創
出
を
両
立

で
き
る
」
と
辻
は
強
調
す
る
。

　

事
業
性
に
つ
い
て
も
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。
I
E
A（
国
際
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
関
）
の
リ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、

C
C
U
S（
S
は
貯
留
）の
市
場
規
模
は

30
年
ま
で
に
約
10
億
㌧
、
50
年
ま
で
に

50
億
㌧
に
な
る
見
通
し
。
仮
に
C
C
U

が
こ
の
1
割
と
し
て
も
、
兆
円
単
位
の

ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
と
予
測
。「
脱
炭

素
市
場
が
広
が
る
中
、
そ
の
た
め
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
に
接
点
を
持
つ
三
菱
商

事
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
そ
の
先
に

大
き
な
商
機
が
あ
る
は
ず
だ
」

　

眼
前
に
は
、
壮
大
な
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ

ン
が
広
が
っ
て
い
る
。

注：新型コロナウイルス感染対策のため、密を避け、換気などに十分配慮して撮影しています。

COP26会場でも
CCU技術を展示

CO2を有効利用するコンクリートの生産工程

骨材セメント

生コンクリート
（固まる前のコンクリート）

コンクリート

焼成

CO2を回収

CO2を使った炭酸カルシウムで
骨材を成形（Blue Planet社）

水

CO2
CO2

CO2

石灰石

コンクリートミキサーに
CO2を注入・固定
（Carbon Cure社）

コンクリート製品に
CO2を注入・固定
（CO2-SUICOM）


